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	応用
	抗原情報
	背景
	細胞局在：核。細胞質小胞。細胞質、細胞骨格、微小管形成中心、中心体。主に核。エンドサイトーシス小胞にもβ-アダプチンと共に存在する。この遺伝子によってコードされるタンパク質は、PI3/PI4キナーゼファミリーに属する。このタンパク質は、リン酸化を行う重要な細胞周期チェックポイントキナーゼであり、腫瘍抑制タンパク質p53およびBRCA1、チェックポイントキナーゼCHK2、チェックポイントタンパク質RAD17およびRAD9、DNA修復タンパク質NBS1など、さまざまな下流タンパク質の調節因子として機能する。このタンパク質および近縁のキナーゼATRは、DNA損傷に対する細胞応答およびゲノム安定性に必要な細胞周期チェックポイントシグナル伝達経路のマスターコントローラーであると考えられている。この遺伝子の変異は、常染色体劣性疾患である毛細血管拡張性運動失調症と関連している。 [RefSeq提供、2010年8月]
	研究分野
	-
	画像データ
	

	A549全細胞ライセートを10% SDS-PAGEで分離し、膜をATMウサギモノクローナル抗体（1:1000）でブロッティングした。抗体の検出にはHRP標識ヤギ抗ウサギIgG(H + L)抗体を用いた。

